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　　　　工場制度を招来し，それと共に近代的賃労働老階級
　　　を創出したイギリス産業革命は，婦人に対してもその
　　　影響力を及ぼさずにはおかなかった。つまり，この工
　　　場労働力が主に婦女子労働によって構成されていたこ
　　　とをもって，産業革命は婦人に対し経済的機会を拡大
　　　し，もって婦人解放の道を開いたと評価されているの
　　　である。
　　　　しかしこれについては，次の2点より疑問をもたざ
　　　るをえない。
　　　　第一に，中世における婦人の経済活動をみるなら
　　　ば，それは雇用労働という形をとらなかったとはいえ
　　　広範多岐にわたっており，かかる状態と比べるならば，
　　　産業革命は，婦人の経済的機会を増加させたというべ
　　　きものではなかったのである。むしろ中世より今日ま
　　　での歴史的な流れにおいては，婦人の経済的機会はこ
　　　の時代に最低になったとみるべきではないだろうか。
　　　　第二に，工場制度は，産業革命をもって全産業分野
　　　に確立したのではなく，産業革命のほぼ完了した1850
　　　年においても，工場労働者は典型的な労働者であると
　　　はいえなかった。それは婦人に関しても同様であり，
　　　工場労働は婦人の雇用機会に対し，その一部を提供し
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たのにすぎない。とするならば，工場雇用の創出をも
って，婦人の経済的機会を拡大したとするのは疑問の
多いところなのではないだろうか。
　第一の点よりみるならば，婦人の生産労働の形態
は，自給自足段階，家内工業段階，工場制工業段階と
いう段階区分において変化してくるが，ここではそれ
について触れる余裕はない。ごく簡単にいうならば，
産業革命以前において，婦人は農業，商業，工業の分
野で幅広い生産活動を行っていた。その活動の特徴を
一言で表わすと，多種多様の活動を副業的に，広く浅
く行うというところにあった。ところが産業の発展と
いうのは，一つには職業労働の分化，専業化というこ
とでもある。このような専業化過程を，家庭と労働の
場の分離という形で決定的にしたのが，産業革命であ
るとするならば，それはかかる婦人労働とは適合的な
ものではありえなかった。つまり産業革命は，副業的
労働たる婦人労働を生産の場から排除しつつ進展した
のであり，婦人にとっての産業労働はむしろ限定され
ることになったのである。
　第二の点についてみると，1850年の時点において，
婦人雇用は大きく分けて，家事奉公，繊維工業，衣料
製造業の3つの職業グループに吸収されていた。この
中で工場制生産という形態をとるのは繊維工業のみで
あり，家事奉公が，産業革命によっては何ら影響を受
けない職業であることはもとより，衣料製造業も，工
場生産ではなく家内工業生産をその基盤とする産業で
ある。製造業に限定するならば，1850年という時点に
おいて，婦人の雇用は繊維を中心とする工場雇用，衣
料を中心とする家内工業雇用という2つの類型に分か
れ，工場雇用は婦人雇用の一部を提供するにすぎない
のである。ではかかる2つの類型は何故に生れるの
か。それにはまず工場雇用の特質が考慮されなければ
ならない。大規模設備をもち，生産諸要素の有機的結
合を必要とする工場にあっては，労働力に対しても厳
しい作業規律が課せられていた。ところが家庭責任を
もつ既婚婦人の場合は，かかる規律には適合しえな
い。既婚婦人は当然に工場以外にその雇用を求めなけ
ればならず，それは折から低賃金労働者を求めていた
家内工業主の需要と合致したのである。
　つまり工場雇用は決して，婦人に雇用の機会を拡げ
るものではなかった。家庭責任からは自由な未婚婦人
にのみ，それを開いたにすぎないのである。既婚婦人
にとっては，それはむしろ雇用の機会を狭めるもので
あり，婦人が全体として家庭責任を負わされている以
上，それは婦人全体についていえることなのである。
産業革命はかかる婦人労働問題を顕在化させたことを
もって，その経済的機会を狭めるものであったといえ
よう。産業革命から今日に至る婦人の職場進出は，こ
の奪われた経済的機会を取り戻そうとするものなので
ある。
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